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l.間遠及び目的

ケファート1)･3)は子供の概念形成には,運動(バランス･移動･操作)が基本となり感

覚知覚の働きが育ち,感覚や知覚が前提となって概念形成が始るとし,発達を6段階にわ

けて,園1のように説明している｡同様にウェルナー5),

田中4),石部2)等も,学習系列を構造化,図式化している｡

これらの共通点ほ,子供の発達は運動-感覚一知覚一概念

へと発達し,前のレベルの学習ほ次のレベルのレディネス

であり,レディネスの根源ともなる運動レベルの学習(悼

報獲得)がゆがんだものであれば,それ以上の各レベルに

於る情報獲得も当然かたよるという点である｡特にこの図

式ほ,入門期学習の子供の発達段階を知るのに役立つと同

時に,感覚運動レベルでの経験の狭い脳障害児の視知覚の

発達の難かしさを表している｡

脳障害児は健常児に比べて,視知覚の発達の遅れが日立

†
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囲1学習の発達段階の階層

(ケファートによる)

つ｡たとえば日常生活で空間の認知が悪く,入門期学習で数や文字の読み書きに問題があ

る事が多い｡又WISC-Rの知能検査等で,言語性検査結果に比較して動作性検査結果

が極端に悪い事も少くない｡

たとえば,脳性まひ痘直塾両まひで,独歩可能のHさん(高3)紘,意見も活発に述べ

るし感情の機敏もよくわかる.しかし文章を読ませると行を飛ばしたり,ノートに文字を

書かせると列が曲がり,文字は整あず,漢字の偏と寿がばらばらになるo家庭科の雑巾製

作で,右上角から左下角まで斜めに縫えず,体育の時間には上手に障害物をさけて走る事

が出来ず,美術の時間に措いた人物画をみると,上半身と下半身がばらばらで統合させに

くい｡又このような動作性の能力で本人が評価される時(たとえば進路決定),情緒不安

定になりやすい｡このようなケースで,もっと早くから適切な指導を行う事により,混乱

した状態から秩序ある世界-導く事が出来るのでほないだろうか｡

そこで本研究でほ,学習レディネスの1つである図形の模写を取りあげ,

があり,図形の模写が困難である,発達レベルの異なる4人の脳障害児に;

を行い,対象児の祝知覚の向上をねらうと共に,指導上の問題点を考察し,

な指導方法を検討する事を目的として行う｡

*

東京都立八王子東養護学校

視知覚に問題

知覚運動学習

さらに効果的
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2.方 法

事例研究法とする｡

a.対象児

本研究でほ,発達の様々な表1のような4人の対象児を選ぶ｡描画がスクリプル段階の

児童2名,三角形の構成を課題とする児童1名,菱形の構成に問題を持つ児童1名の計4

名である｡表2に,対象児の図形模写の様子と本指導における達成課題を示す｡

表2 対象児の図形模写の様子と達成課題(指導前)

A･S氏名T･OC･HM･0

年齢
8歳10ケ月l8#0ケ月

6歳9ケ月 12歳1ケ月

知覚年齢l硝10ケ月 3歳11ケ月 4歳2ケ月 4歳7ケ月

図形模写なぐり措きなぐり措き斜線,三角形ゐ構成 萎形,複合図形の開

の様子目と手か協応せず○が閉じない模写が困難 一俵理解が困難

達成課題 i,-,○の弁別 I,-,＋の弁別模 斜線の弁別構成,≡.■ 菱形の模写,複合因

構成 写,○の閉鏡 角形の模写 形の関係理解

b.指導の留意点

指導計画を立てるに当り,次の事に注意した｡ ①運動経験を補う事, ②全体の中から必

要な構成要素を見出し,分析,統合する事, ③共通の概念を言語化する事, ④成熟の遅れ

と経験不足を補う事｡

c.指導期間

昭和61年6月末から7月に対象児の評価を行い, 9月から12月まで,原則として遇1

回,個別指導を行うo指導の結果, 12月末に評価を行うo但しM児についてほ, 9月に検

査を行い, 9月中旬より指導を開始し, 1月上旬に評価を行う｡

3.指導経過(事例研究)

(Ⅰ)事例 その1 (T児のケース)

a.対象児とその問題
対象児の障害の様子,坐育歴,検査結果等は,表1の通りである｡本児の問題点は,理

解力があるが,表出手段に制限があり(発声のみ),反応もあいまいである事,課題への

意欲ほあるが,集中時間が短く,気が散りやすい事,少し難かしい課題には,ふざけてし

まう事,対象物-の注視時間が短く,手で物を繰出する時,途中で日が外れやすい事等で

ある｡描画は,なぐり措きの段階にある.

b.指導計画

① 指導目標 文字を読むレディネスとして,直線や図形の弁別能力を育て,将来ワ

-プロ等で意思を伝える時の準備とするo文集申して課題に取り組む習慣をつけ
る｡

② 指導期間 昭和61年6月末-7月に検査観察, 9-12月に月3回30分間個別指導｡

③ 指導方法 本児の関心の強い玩具(ミニカー等)早,具体物,半具体物を使い,
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C.

①

山口 宏子･福島 佳子

課題-の集中力をつけさせる｡又身体の動き,手の操作も通してイメージをつか

衣,線や形を意識化させる｡

指導内容と経過

具体物の操作

7月には机の上に教材を置くと,次々落して喜ぶ｡そこで長方形の板で道路を作

り,ミニカーを走らせて落すゲームを行う｡道幅を次第に狭くして,直線を意識せ

､る｡又,上下,左右からスタートさせる｡ミニカーのかわりに動物のミニチュアや
ポール,ビー玉等を使うo ビー玉には関心が高く,くりかえすうちによく追祝する

ようになる｡細い韓にビー玉をころがした後,同じ所をクレヨンでなぞらせ,線を

意識化させる｡はじめは目を紙に近寄せ,短い線を前後にくりかえすのみであった

が(図2), 4ケ月間の指導後,さ一つと1本の線が引けるようになる(園3)0

_/:

イ

レ√や

r

!'.

/

ーー･t･･.

お

-+､1

図2 T児匠おける指導前(6月)のスク1)プル

(横線の模写)

② 点結び

(
I

S61. 12. 2

図3 T児の指導後(12月)における横

線の点結び(上)及び模写(下)

上下,左右に好きな物の絵をはったり措いたりし,お話を作りながら2点間を結

ばせる｡僕が犬の所へ遊びに行くという課題では,男の子と犬を結んだ後,犬ほ嫌

いと塗りつぶす等,課題に楽しそうに集中

する｡手の緊張が強いので,鉛筆ホルダー

等を工夫する｡

③ マッチング

7月には具体物同志のマッチングが出来

ず,机の下に落したり,机の中央に全部集

めたりする｡そこで9月から①, ②の課題

を続け,集中力がついた12月に再び行う

と,半具体物同志,半具体物と音声,形

写真1 T児の指導後における円の

マッチング

(円,正方形,三角形)のマッチングが可能となる(写真1)0
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④ 掛こよる図形の構成(l,
-, ○, ＋･ □)

7月にはモデルをよく見ず,台紙の上に棒をぽんと置き,指導者の方をみてい

る｡その後この課題ほ行わず, ①, ②の課題を続仇12月に再び構成させると,し

っかりモデルをみて,構成後もしっかりと見比らベる.写真を写しても気にしない
位真剣な表情で課題に集中できる(写真2, 3).

写真2 T児の指導前の横線の構成 写真3 T児の指導後の横線の構成

(モデルとしっかり見くらべている様子)

d.指導の結果と考察

7月の観察の時には,教室に入っても視線をちらちら動かし,机の上の教材を落す事に

夢中になったり,外の声にす<o気を散らしたり,なかなか課題に集中出来なかったo
9月

からの指導でほ,本児の関心のある課題を使い･あきる前に次の課題に切り換えたとこ

ち,次第に集中時間が伸びたo又しっかり対象物を見るようになり,顔付きも引き締っ

た｡そして個人課題を楽しみにするようになり,課題が終ると,その日に勉強した事を担

任や母親に説明したくて,線を引いた画用紙等を持ち帰り,身振りで説明するようになっ

た｡

又,日常生活の様子を知るために,常に担任と連絡を取り合ったo担任の白からも11月

頃より集中力がついたようで,朝,登校後,カバンから連絡帳を出す日課で･気を散らさ

ず集中出来るように変ったとの報告があったo

本児は自力移動については,ねがえり1-2回がやっとで,発声はあるが発語が困難な

状態の運動障害の重い凝性まひ児であるo生育歴上･自分で自由に探索したり,操作した

経駄は,健常児と比較にならない位少いo本児ほ要求や感情を指さしで,身近な者に伝え

られる｡又狭いながらも体験した事を概念化してきていると思われるが,言葉で表出出来

ないので,概念化した事を自分なりにラべ1)ソグしても･それを発語して人に聞いてもら

い,その反応をみるという,社会的確認が困難であるoそこで,具体物,半具体物,負,

形等の同定や弁別から,概念形成-の課題を考えたが, 7月の観察時にほ集中力もなく,

目と手の協応も悪かった○そこでまず,集中力をつけるために環境を統制し,本児の興味

のある具体物を操作させる事により,目と手の協応の向上をねらったo指導後,集中力が

っき,目と辛が協応して,弁別課題にも対応できるようになったので,今後ほ構造的な認

知課題が指導出来ると思われるo

今後は,積木や粘土等,色々な教材を操作する経験を増やし,概念形成を助ける事が必

要と思われる｡又国語の指導で･図形の弁別から文字の弁別,単語や文を構成する能力を
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育て,自分の意思をワープロ等の手段で表現させる指導も必要だと思われる0

(Ⅱ)事例 その2 (C児のケース)

a.対象児とその問題

､対象児の障害の様子,坐育歴,各種検査結果は,表1の通りである｡本児の問題点は,

熟bに課題に取り組み意欲的だが,集中時間が短く,失敗した事や,自信のない課題にほ

退行的で,言語性の良さに比較して,動作性,特に構成課題が劣る事であるo知覚的に

紘,弁別が不十分で,分析統合力も弱い.文字ほ計らがなが拾い読みで,書字はスタ7)プ

ルの段階である｡

b.指導計画

① 指導目標 言語性の良さを生かして,認知面の向上をはかる事｡具体的には文字

を書く基本となる直線(舵,横)辛,交差した線,閉じた丸を措く事をねらいとす

る｡

② 指導期間 昭和61年6月末-7月に検査観察を行い, 9月-12月に,週1回30分

間個別指導を行う｡

③ 指導方法 直線や図形の認知を深めるために,粗大運動や微細運動の動作を通し

て理解させる指導をまづ行う｡その直後,その動きのイメージを,具体物(棒や横

木等)を使って構成したり,クレヨン等で描かせる｡又その図形の特徴を,ラペリ

ング(命名)させる｡

c.指導内容とその経過

① 縦横の直線

(i)直線の溝がある板(Lil)の幕の端にビー玉を置き,端までころがして追祝さ

せる｡

(ii)直線の穴があいた板(IE)を両用統の上におき,クレヨンで穴の部分のなぞり

措きをし,板を外して紙に残った軌跡に注目させる｡ (i及びiiについて,板を

縦においたり,横においたりする｡)

GE) ｢たて+, ｢よこ+と,線を引きながらラベリングさせる.

(iv)記号(たとえば,蝶々とお花)早, 2点の間を線で結ばせる.

(Ⅴ)モデルを見て自分で線を引かせる｡

(i)から('ほでの手順で指導を行う｡ビー玉ころがしほ興味を示し,喜んでくりかえすうち

によく注目･追祝するようになり,日が見通しを持って目標点へ先行するようになる｡長

い穴にそった線引きは,最初何をすれば良いか理解出来ないが,次第にさっと引けるよう

になるoアテトーゼタイプなので不随意運動ほあるが,意識すると線のゆれが減る｡点結

びでほ,最初手の動きに目が十分ついて､いかない状態であったが,次第に目が手に密着

し,目標をしっかり見て線を引くようになる｡目標なしで, ｢縦線を引こう+という言語

指示のみ与えると,最初ほ線が曲がるが,まず縦線が上手になり,横線を引くように指示

しても縦線を引いてしまう混乱期をすぎて,横線が引けるようになり, 10月中旬にほ,言

語指示だけで縦横の線を引きわけるようになる｡

10月末の文化祭の準備中に,ダンボ-ルで家を作ろうとペンキを塗っていた時,本児は
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ペンキのほけを持ち, ｢たて+ ｢よこ+と言いながら,塗っていたとの報告が担任よりあ

る｡

棒を使って,縦線,横線を構成する事は･ 6月の検査の段階ですでに出来ていたが模写

は不可能である｡ 12月の評価の段階では,縦線･横線の模写がきれいに出来る事が確認さ

れる｡

② 交差した線

6月には, ｢＋+の型を2本の棒で構成させると, ｢-IJ又は｢-+と平行に2本

の棒を並べるoそこで9月の指導で十字型の帝のある板(闇)でビー玉ころがしを

させると, lーとなったり, 1となったり,直線を意識出来ない｡そこで,次のよう

むこ指導を行う.

(i)縦に1本棒を置き,指導者がその上に掛こもう1本の棒を交差させておき･十

字型を構成してみせる｡

(ii)横棒を取り,本児に横に交差して置かせる.

(iB)自分で構成させるo

その結果,交差点ほ中央よりずれるが交差できるようになるoここで本児ほ両手のジェス

チャーを交えて, ｢バツ+と自発的に命名した. ｢J:ッ+は本来斜線の交差した線である

が,本児が自分なりにラベリソグした事を尊重するo模写も可能になるが,縦線に比べて

境線が短くなるので,動作模倣で,紡の端から端までの線を意識して引かせるようにす

る. 10月中旬には,模写が可能になり, 12月の評価では定着する(写真4･ 5)a

写真4 C児の指導前(6月)の交差した線

(＋)の構成(棒を2本平行に並べる)

写真5 C児をこおける指導後(11月)

の交差した線(＋)の構成

③ 丸の閉鏡

6月にほぐるぐる措きのスクリプルの段階であるo又この時にほ,
｢C+と･ ｢〇+

を合わせて｢O+を構成できない｡そこで次のような指導を行う｡

(i)床の上にビニールテープで大きな円を措き,スタ-ト点を決めて,そこから四

っばい移動し,線上を一周すればタッチ等して,元-戻った事を意識させるo

(ii)丸い韓のある板(l@I)の手前のスタート点に粘土を置き,ビー玉をころがして

追祝し,ど-玉が一周して粘土にぶつかる所で止まる事を意識させるoまず動作

として止める事ほ理解出来るが,実際に九を措くと,手がどんどんまわってしま

ぅ時期がしばらく続くが,少しづつコントロール出来てきて, 12月の評価では丸

が閉じる(写真6, 7)0
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写真6 C児の丸の構成(指導前, 6月)

(半円2コをきちんと合わす事が出来ない)

④ 四角の構成

写真7 C児の丸の構成(指導後, 11月)

本児は三角や九と正方形の弁別や同一視についてほ, 6月の検査の時点で出来て

いる｡又同時に,紙に措かれたモデルの上に4本の棒を置く事も出来ている.しか

し,自力で4本の棒で正方形を構成する事は出来ない(写真8, 9)｡そこで3本

の棒を使い, (⊂)の形を構成させておき, 1本加えて(□)の形にさせようとす

るが･ 9月の時点では出来ない.そこで(口)を家に見立てて, ｢戸締りしないと,

どろばうが入るよ+と言いながら閉じてみせると,自分で｢ガッタン+と声を出し

ながら閉じる事が出来る｡これは,どの辺についても可能となる(写真8, 9)0

写真8 C児の四角の構成(指導前, 6月)

(4本の棒で正方形を構成出来ない)

次に4点(::)を措き,各点を友

達の家にみたてて,スクールバスが

順番に友達の家をまわる事をイメー

ジさせて線を引かせる｡最初ほ順に

まわる事が出来なかったが角毎の友

達の家の記憶ほよく,自力で4点を

まわれるようになる｡又言語指示だ

けで自力で四角形らしく描ける事も

ある(図4)｡

d.指導の結果と考察

6月にはスクリプルの状態であったが,

写真9 C児の四角の構成(11月)

(棒による構成はまだ困難である)

苧-スタート点

I-‾--tN7q<･.r5Fi-

3

Eも
図4 C児の指導後(11月)の4点結び及び

四角形の模写言語指示を与えた場合

12月にほ1, -, ○, ＋の模写が可能となる.
PMDT (知覚一運動発達検査)の結果では,知覚年齢が3歳11ケ月から, 4歳4ケ月に伸
びる｡又,フロスティグ視知覚発達検査の結果も向上した｡日常生活では集中力がつき,
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｢まる+, ｢たて+, ｢よこ+等,図形に関する言葉を使用し始める｡

本児は独歩は出来ないが,四つばいで平面移動が可能であり,多少構音障害があるが,

三語文で自由に感情を込めて話が出来る｡ところが,図形について調べてみると,形の弁

別は出来るものについても,実際に構成させてみると,全く手がつかず,退行して課題か

ら逃げる事が多かった｡又指導前にほ,目と手の協応動作が予想以上に悪く,又自分の身

体の認知も悪かった｡

本児には,正しい知覚情報の受け取り方,情報の中から重要な要素を取り出してまとめ

たり,ラベリソグする方法を身につけさせる事が必要と思われた｡それも,言語(概念を

言葉で説明する)を通してでほなく,自分の身体の動きを通して,自分で｢気づく+事が

大切であると思われたoそこで,本児に,実際に物を操作する,又は自分で動作する知覚

-運動学習を行ったところ,よく物をみる(input)ようになり,動作から得たイメージ

を通して,共通の要素をみつけようと努力し始めた｡まだ未熟ながら,今まで自分の持っ

ている知識をフルに生かして,未知のものを自分の知っているどこかの範時に入れようと

真剣であった｡本児は一旦自分のものとなった概念は自分なりにラベリングして使うたく

ましさを持っていた｡今後ほ,図形の模写としてほ,トポロジー的に閉じた形(○,ロ,

△, ◇)を区別して描きわける事が必要で,そのためにも斜めの理解が必要となると思わ

れる｡又形の模写から,文字指導-の道も開けてくると思われる｡

(Ⅲ)事例 その3 (M児のケース)

a.対象児とその問題

対象児の障害の様子,坐育歴,検査結果は表1の通りである｡本児は空間における方向

性の知覚に問題がある｡斜めの方向が難かしく,特に左上がり斜線の模写が出来ないo直

線性図形の描画も未分化で,長方形,正方形, ≡角形を区別して描けない｡数字や文字を

措くと鏡文字になりやすい｡複合図形は意識するが,相互関係がつかめないo

b.指導計画

① 指導目標 空間認知の向上をはかる事軒羊より,国語学習における文字の書写能力

の向上を促し,生活に密着した力をつける｡具体的には左上がりの斜線,三角形の

模写が可能になる事が目標であるo

② 指導期間 昭和61年9月に検査観察を行い, 9月末-12月に週1回30分個別指導

を行い,昭和62年1月初旬に評価を行う.

③ 指導方法 身体の動作や具体物の操作を通して,斜めや三角形のイメージを本人

に持たせ,それを構成させる｡

c.指導内容と経過
① 具体物を通しての形の理解(9-10月)

円や三角形等の型板,横木,おはじき,ビー玉 ゴムひも等の素材を使い,本児

の物の操作や身体の動きを通しての身体イメージから形の理解をうながす｡その結

果与えられた教材の操作には関心を示すが,その操作の後で斜線を引いたり図形を

措く意義が分らないようで,関心が低いoたとえば,透明なビニールチューブを斜

めにして,そこにビー玉をころがして追祝するという課題の後で,ビー玉の軌軌
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写真10 M児の具体物操作による斜めの理解

のための指導(透明ビニールチューブに

′

_J/.I

隻
図5 M児における｢ビー玉ころがし+

後のイメージの描画

ビー玉を入れて,斜めにころがしている)

すなわち,斜線を本児に引かせようとすると,本児は長方形のチューブのヰ央にビ

ー玉を写実的に措き,直線で措く時も, ｢ビー玉を書かなくちゃ+と固執する(写真

10,図5)｡具体的なイメージが強く,まだその中から抽象的概念を取り出して措

く事が難かしい段階であると考えられる｡

③ イメージをふくらませる土

とによる形の理解(ll-12月)

本児の興味関心の深い課題

をテーマにして,操作を通し

て斜線や三角形を理解させ

る｡本児は≡角形の模写も構

成も困難であったが,以下の

ような指導によって,三角形

の模写が可能となる(図6)0

<例1> 三角形とおにぎり

の関係

三点結びで三角形を構成さ

10/ 8

2

11/25
～,Jrー

‾tl

図6 M園児の三角形の理解,左は3点結び(10月

5日),石は模写(11月25日)0 (三角形の方法

で右よりの斜線がポイントとなる)

せていた時,本児は｢三角形ほおにぎりみたい+と言うなり,おにぎりの絵を描き

始める｡ごはんつぶを1粒, 1粒書き込み,うめぼしと海苔がレントゲソ画で描か

れる.描いている間は一生懸命で,終ると満足そうな表情になったが,又次のおに

ぎりを措き始めたので,思わず｢今度ほ塩だ桝こしておいてね+と言うと残念そう

に塩の点を打っている(図7)0

そこで厚紙で三角形をたくさん作り,真申にう削ぎしやさけの絵を措き, 2枚合

わせてのりではり,四角の黒い色形の海苔もつけて,台紙のお弁当箱の中の≡角形

の部分の上にのせる(マッチング)遊びを行うと,表情もいきいきと行動する｡そ

の後,三角形の全面色ぬりや,三辺の色を替えてふちどりする課題にもよく集中す

る｡

<例2>クリスマスツリー作り

斜線を意識させるために,クリスマスツリー作りを行う｡ 10月末に,斜線の練習

にあきた本児が,クリスマスツ1)-を措きだすが,措きやすい右上がり斜線は上手
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図7 M児の措いたおにぎり2種

(3点結びから発展したもの)

写真11 M児がクリスマス･

いる様子(10月29日)

に力強く措いているが,左上がり斜線は,角度が不十分

である(写真11)0

まず折紙を四角く4つ折りにし,折り目に線を引いた

り,はさみで切り離し,切った4片を再び元の形に戻さ

せると,これは簡単に出来る(由).次に線の折り紙を斜

めに2回折り,はさみで切り,三角形を4つ作り,別紙

に対角線を引いて,その上に三角形を4つ,マッチング

させる(Eg)｡これも出来るo次にモデルをよく見て,≡

角形の頂点を上にして, 4つの三角形を少し重ねてのり

ではり,幹をつ仇 飾りをクレヨンで措き込ませる｡意

識して三角形の頂点を上にしておく事が出来た(図8)0

<例3> フロスティグ視知覚学習ブックから

フロスティグ視知覚学習ブックから,斜線を引く課題

を行う｡ (子供の手とフ-セソを結ぶ課題,植木鉢と花

を結ぶ課題)｡いづれの場合も左上がり斜線を引く途中

で日が離れてしまい,目的をよくみていない事が多いの

ツリーを措いて

図8 M児紅よる折紙の

ク1)スマスツ1)-

(12月10日)

(三角形の頂ノ点が上にく

るように意識せさる)

で,行先をよく見るように,右手が行尭をかくさないように,前腕の位置を工夫さ

せた｡本児はこの課題を大変喜んで何回も行い,次第に上手になり,家庭でも措き

たいとコピーを持ち帰り次回色も塗って持参する｡

d.指導の結果と考察

9月の三角形の模写では, (△),道位(▽)でも全く無頓着であり,棒の構成も難かし

かった.その後の指導で方向性に気づいたようで,三角形の方向を弁別,同定できるよう

になったが,構成できるまでに時間がかかった.しかし12月宋にほ,鳳点を上にした三角

形が措けるようになった｡右上がり,左上がりの各斜線の弁別ほ,注意させると出来る

が,構成となると,斜線ほ右上がりを引く事と決っているようであったo

本児の措く絵ほ,今まで艶横の線で構成されたものが多かったが,次鄭こ絵の中に三

角形が措かれるようになった｡

本児ほ他の対象児に比べて,知的にはやや高く(WISC-RによるIQ57),言語性検査
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結果が動作性のそれより高い(V74, P51)｡本児ほ日常生活でもゆったりしたペースであ

り,与えられた課題に興味があれば集中するが,関心がないとその課題を,自分が楽しめ

る方向へ変えてしまうか,やる気がなくなり,義理で手を動かすかどちらかとなる｡ピア

ジェの言うように,本人紅積極的にかかわる気持のない活動は身につかないようである.

その意味で, (i)から(ii)の課題へ転換したのは必然的であったと思われる｡興味のある活動

にはエネルギーを懐け,その後も成就感を味わ?ており,経験が積み重ねられるo

又本児はクラッチ使用ながら歩行も可能で∴上痕も自由に動かせる｡今までの人生で,

知覚し概念としてまとめたものがいくつかあるであろう｡一旦概念として身につけたもの

を白紙に戻し,新しい概念と入れ替える事ほ,新しく学ぶことより難かしいと思う｡知覚

の問題についてあいまいであった点をほっきりさせ,誤っていた点は正しく覚え直すため

にも,本人が問題点を意識する事が大切であるo しかも,その意識のさせ方も,言語概念

からではなく,関心の深い動作から気づくような指導が大切になると思われる｡

(Ⅳ)事例 その4 (A児のケース)

a.対象児とその問題

対象児の障害の様子,坐育歴,各種検査の結果は表1の通りである｡本児の問題点は空

間認知が不十分で,図形の模写では,斜線,三角形ほ措けるが菱形が描けない事, 2つ以

上の複合図形の相互関係がつかみにくく,漢字を書くとバランスが取れない事,左右の弁

別があいまいで,方向に関する名詞や助詞に誤りが多い事,作文には出来事が順不同にく

りかえされ,人物画でも身体意識があいまいで,統合に問題がある事等である｡

b.指導計画

① 指導目標 空間認知の向上を促す事により,国語学習における文字の書写能力の

向上をはかると共に,生活に密着した力をつける｡具体的にほ,菱形の構成と対象

物相互の関係認知の向上をねらいとする｡

② 指導期間 昭和61年6月末-7月に検査観察o 9月-12月に週1回, 40分個別指

導を行う｡

③ 指導方法 ピーリーによる｢ワーク･シート+を利用しての, (i)図形の弁別と同

一視, (ii)点結び,駈)閉顔(図形の不足部分を補う)の課題を行い,問題点を明らか

にし,棒,積木, -ンカチ等,具体物による構成を行う中で,図形の構成要素の意

識化,言語化をはかる｡結果を, VMI (視覚一遇動統合発達検査), PMDT (知覚

一運動発達診断検査),フロスティグ祝知覚発達検査等の結果や,絵や文字の変化
で評価する｡又,指導前に担任と本児の問題点や課題について話合った結果,週1

時間の算数の授業(3人グループ)の中でも,空間関係認知の指導を合わせて行う

事とする｡

c.指導の内容とその経過
① 菱形の構成

指導前に斜線の方向性や三角形の構成について確認すると,不確実であるo三角

形を3本の棒で構成させると,上端(頂点)が(-)のように開いてしまう｡そこ

で鳳点に注意させると,下の2つの角が閉じない(A)等,鉛筆で模写する場合よ
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写真12 A児匠おける菱形構成のための
課題(ジグザグ紅打ったくぎ紅,ど

ムひもをかけているところ)
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囲9 A児旺於る菱形の模写(1, 2, 3ほ, S61年10月

11日模写, 4, 5ほS62年1月19日模写, 3ほ1を

措いた後,もっと紳くとの指示で措く)

り構成に困難を示すo 4本の棒による菱形の構成でほ,上洛(<)ほ構成できる

が,下部がどんどん開く(穴)oそこで下部の1点(A)に注意が集中するように

点結びを行うと,模写では出来るが,棒構成では難かしい｡

そこで,菱形の左右の三角形(くft))にわけて構成させる事とし, (<)とC>)

の練習を行う｡板に写真12のように左右2列に,ずらして何本かくぎを打ち,その

間をジグザグにゴムひもを渡す課題をくりかえし,その後同様に点結びを行うoこ

れが定着してから菱形の模写を行うと, 45o回転正方形(◇)となる(図9)oこ

の萌措く絵の中にジグザグの線や, 45o回転した正方形が出現する(写真12･図9)｡

しかし上下の角が鏡角で,左右の角が鈍角である菱形になるように,
｢細く+描

くように言うと,囲9左側の四辺形3のように,四辺の長さが揃わないo

そこで発想を転換し,上部と下部に逆三角形が重なるもの(令)ととらえさせ･

特に下部の三角形(▽)を練習する.坂に(:':I)のようにくぎを打ち,上3点･下

3点にカラー輪ゴムをはめさせて弁別させ,下部三角形(●/)の点結びを行い模写

させる｡ここで下の角が,自分の｢おへそ+の所にくる等,左や右の点について

も,自分の身体との関係でとらえさせると,中心線が決り,左右の角度が鈍角とな

ってくる｡本児は,相互の関係がやっと理解出来ても,構成できるまで大変時間が

かかるoしかし,一旦身につくと確実になり,菱形の模写が12月末にほ定着する○

② 対象物相互の関係認知
一

本児は,身体の左右の果菜の度合いに差が強く,常に産位で上半身を右側に懐け

ており,左利きである｡姿勢の懐きから,本児にきちんとした垂直意識が薄いため

か,文字や文章を書く時の行ほ,左に僚きやすい｡積木を塔のように積ませると･

無頓着に積み重ねるために,ねじれた形に積み上がり,角がきちんと▲合う事がな

い｡又折紙を2つ折りにさせると,角と角をきちんと合わせ折らない｡･しかし注意

すれば出来るので,上肢の磯能の悪さが原因というよりも, ｢まっすぐ+, ｢角+と

いう意識が薄いと同時に,物の接触,分離,重複の関係の意識もうすいと思われ

る｡これほ図形の模写でもよく表われているoそこで,正方形の-ソカチの角と角
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写真13 A児における角の意識化① 写真14 A児における角の意識化②
(-ソカチの角と角を合わせて折る) (-ソカチを斜格2つに折り,三角形を作る)

写真15 A児における角の意義化③

(-ンカチで,お弁当箱をつつむ)

と合わせてたたんだり,お弁当箱を包む練習を行う(写真13, 14, 15)｡又毎日-ンカチ

の角を意識しながら,アイロンをかける事を宿題とする.又,ピーリーのワークシートを

用いて図形の弁別,同一視を行い,それらの理由(なぜ2つの図形が同じか,又は異なる

のか)言葉で説明させ,十分関係を理解出来ない時は,具体物を自分で操作させ,関係を

つかませた上で模写させる｡

d.指導の結果と考察

11月始めに菱形の模写で, 45o回転した正方形(◇)が描け

た｡その後, 12月末にほ菱形らしくなる｡又構成する段階でま

だ問題は残っているものの,対象物相互の関係認知の理解も進

んだ｡たとえば,漢字の模写で,全体と部分の関係を積木等の

具体物を利用して関係をつかませてから模写させると,全体の

バランスが整い,自分の名前をきちんとバランスよく書けるよ

うになった｡又VMI (視覚-運動統合発達検査)の結果が良

くなり, PMDT (知覚一道動発達診断検査)辛,フロスティグ

視知覚発達検査の結果,特に空間認知が向上した｡

日常生活でほ,左右の弁別が確実になった.又,本児の措く

絵の内容に変化がみられるようになった｡たとえば,菱形や,

斜めのジグザグが措かれたり(図10),今までのように登場人

物を何人も並べるだけでなく,環境の中の自分と他人の関係,

物と物の関係を措こうとする努力がみられるよう軒こなった｡
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図10 A児が10月の図工

の時間に自発的に措いた
｢樹+ (右の黒い部分は,

実物の葉)
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本児ほ,図形の全体や,内部の要素の相互関係を十分意識せずに,又は部分にのみ注目

して,模写を行ったり,書字を行っていた.同様の事が描画や作文,日常生活においても

くみられた.このため,形や方向等,図形を構成するのに必要な要素に気づかせる指導に

ょより,弁別が可能になったが,それを統合して,構成する事が困難だったようである｡

本児ほ小6であるが,脳性まひ産直型四肢まひのために,移動能力が制約されており,

上肢,特に右手に強い緊蚤があり巧敵性が悪い状態が続いてきたために,行動範囲も狭

く,かつ過保護的な家庭環境にあり,人間関係も狭く,精神的にも幼なさが日立つ｡生育

歴上,その狭い世界の中で,どちらかと言えば受身的な日常生活を送り,それで不自由を

感じなかったと思われる.探索や手の操作が,健常児の経験より少い本児にとって,言葉

のうらづけとなる概念が不足しているのではないかと思う｡方向を示す名詞や助詞の使い

方も混乱しており,今まで,本人が問題意識を持たずに過ごしてきた.

そこで本研究でほ,新しい概念の導入馴も まづ自分の身体を使った活動を通して,知

覚一運動学習のレベルに戻して指導し,具体物の操作や構成を通して共通概念を意識化さ

せ,ラベリソグ(言語化)する事を行った｡その結果,少しづつ概念が明らかになり,全

体と部分の関係をつかみかけているように思われる.今後も更をこ,発達段階に従った指導

の積み重ねが必要だと思われる｡

4.結 語

以上見てきたように,図形模写に困発を示す4事例に各々の発達段階に合わせて,知覚一

運動学習による指導を行った結果,いずれの事例においても,図形の模写能力の向上が見

られ,さらに日常生活においてもその汎化が観察されるようになった｡すなわち, T児

紘,垂直線,水平線ならびに円の弁別構成が可能となり,また日常の学習場面紅おいても

課題に取り組む姿勢が積極的に見られるよう紅なったo C児についてほ,垂直線,水平線

及び十字形の模写が可能となり,円の開合が見られるようになった.日常的にも, `儲'',

･償''等の言語使用が認められるようになっている｡一方, M児は,斜線の模写は未だ不

十分であるが,方向性に対する意識ほ高まっており, A児についてほ,菱形の模写ができ

るようになってきている｡これらの成果ほ,成熟やその他の様々な学習の要田もあろう

が,ここで行った知覚一運動学習を中心とした指導によるところが大であると考えられ

る｡ 4事例を通して,図形模写が困難な脳障害児に対する効果的な指導方法として,以下

の点を挙げることができよう｡

(1)経験不足を補い,積極的な探索活動を促すことe

脳障事児ほ健常児に比して,移動,バランス,手の操作性等に問題があり,そのた

め探索経験を十分行うことができない｡､たとえば,未知の対象物を手で自由に触って

調べつくすといった初期経験の累積が概念形成の基盤となる.しかもそれほ子どもが

主体的に積極的に対象とかかわるとき,より安定した概念となるのである｡脳障害児

が自発的にかかわりたくなるような教材の選択や,彼らの内発的な動棟づけが非常に

重要である｡

(2)しっかりと見ることを援助すること｡
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図形の模写に失敗する予どもには,対象となるペきモデルや自らの手の動きをよく
●

一見ていないという場合が少なくない｡背景となる地から対象物(図)を選んでそれに
注目させるため馴も 環境の整備をする以外に,姿勢や限球運動のコントロール,視

運動協応を促す教材の工夫が感要である.

(3)'知覚し,イメージした概念を体系づけ言語化させること｡

たとえば, ``たで=`よこ'=`まっすぐ=`かど(角)'=`とじる'=`はなれる''等図形の

要素紅注目させて,それを言語化させていくことは,構成や模写などの行為の定着を

ほかる上で極めて大切である｡

(4)系統的な指導であること｡

具体的で易しい課題から,抽象的で難かしい課題への系統的な指導が重責である｡

困難な課題は必ずレベルを下げて,スモールステップで指導していくべきであろう｡
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